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参

議

院

議

員

選

挙

昭和40年 7月 1

7
月
4
日
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

乙
の
選
挙
は
、
主
権
者
で
あ
る
私
た

ち
国
民
が
、
投
票
に
よ
っ
て
国
の
政
治

に
参
加
し
、
誰
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
、

国
の
政
治
の
方
向
を
き
め
、
く
ら
し
を

一
段
と
豊
か
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

参
議
院
議
員
選
挙
は
、
地
方
選
挙
と

違
っ
て
立
候
補
者
に
身
近
か
な
人
が
少

な
い
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
い
つ
の
選

挙
で
も
関
心
が
滞
く
、
投
票
率
な
ど
も

あ
ま
り
よ
く
な
い
の
が
実
情
で
す
。

あ
な
た
の

一
票
が
明
日
の
政
治
を
き

め
る
カ
ギ
と
な
る
乙
と
を
自
覚
し
て
、

み
ん
な
投
票
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

報広市

投

時

間

票

津

投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら
午
後
6

時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
経
田
第
1
投

魚(昭和27年 9月13日)
第 3種郵便物認可/

補正予算など
V
一
般
会
計
補
正
予
釘

補
正
予
算
は

1
千

9
百

2.刀
5
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

8
・伝

6
千
5

百
河
川
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、
東
尾
崎
巡

査
駐
在
所
建
設
に
百
犯
万
円
、
前
東
城

別
所
、天
神
山
、科
畠
線
の
民
有
林
開
発

)

・
林
道
の
開
設
事
業
に

5
百
何
万
円
、
金

、
，
圃

1
一
太
郎
温
泉
天
神
山
健
康
セ
ン
タ
ー
道
路

〈

一
新
設
費
に

2
百
万
円
、
家
畜
診
療
を
市

に
お
い
て
実
施
す
る
に
あ
た
り
そ
の
費

魚津市神明町

魚津印刷株式会社

t-
r
人

人

組

会
C

Z1u
n
u

ハ
b

R
d

e
』

4

2

3

'つ

女

引

け

の

男
川
口
問

口k

生

亡

姻

J

出

死

婚

投
票
日
は

7
a
同

n

A
守
口
M

こ
の一

票
明
日
の
政
治
を
き
め
る
カ
ギ

票
区
(
経
団
連
絡
所
)
は
午
前
6
時

に
開
き
ま
す
。
ま
た
松
倉
第
1
投
票

区
ハ
白
倉
小
学
校
)
と
松
倉
第

2
投

票
.
区
(
松
倉
小
学
校
古
鹿
熊
分
校
)

は
午
後
4
時
で
閉
じ
ま
す
か
ら
と
一注

意
く
だ
さ
い
。

入

場

券

さ
き
に
配
布
し
て
あ

る
入
場
券
は
、
忘
れ

ず
白お
持
ち
く
だ
さ
い

投

票

用

紙

地
方
区
は
甲山
刷
り
、

全
国
区
は
赤
刷
り
の

投
票
用
紙
で
す
。

も
し
用
紙
を
間
違
っ

て
記
入
し
た
場
合
は

ご
遠
慮
な
く
事
務
従

事
者
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

代

理

投

票

乙
と
し
も
法
務
省
の
主
唱
で
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
が

7
月

1
日
か

ら
引
日
ま
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す

と
の
運
動
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
手

で
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
理
解
を
深

め
、
進
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の

~

'

'

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

¥

〈

せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

」
'
コ

社
会
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う

川
、
ペ

と
す
る
も
の
で
す
。

〆

司

3

乙
と
し
の
重
点
目
標
は

f
H一

「
暴
力
の
排
除
と
更
生
保

P

9

・

殺
の
強
化
」
と
し
、
地
域

円
ゴ
〈

社
会
に
お
け
る
暴
力
排
除

¥
為
去

の
機
運
を
い
っ
そ
う
高

」
メ
コ

め
、
暴
力
犯
罪、

と
く
に

.
L
L

組
織
暴
力
の
絶
滅
を
期
す

〆
今

f

乙
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
全
国
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と

に
乙
れ
ら
の
組
織
暴
力
の
温
床
と
な
る

非
行
青
少
年
に
重
点
を
お
き
つ
つ
、
広

く
社
会
に
復
帰
し
よ
う
と
す
る
も
の
に

対
す
る
更
生
保
護
の
強
化
徹
底
を
は
か

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

字
が
書
け
な
い
人
は
投
票
所
で
そ
の

旨
申
し
出
れ
ば
代
理
し
て
書
い
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

用

2
百
川
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た

一
万
歳
入
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産

業
分
担
金

2
百
日
万
円
、
手
数
料
百
回

円
、
国
県
支
出
金
3
百
mm万
円
、
西
部

中
な
ど
不
動
産
売
払
収
入

3
百
叩
万
円

縦
越
金
4
百
日
万
円
な
ど

1
千

9
百
2

万

5
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

V
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
税
の
減
額

姑
世
は
、
従
来
所
得
が

9
万
円
を
こ
え

る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
得
か
ら

被
保
険
者
1
人
あ
た
り
!
万

5
千
円
を

搾
除
し
た
後
の
金
額
が

9
万
円
以
下
と

な
る
世
情
が
保
険
税
の
減
額
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
地
方
税
法
の
改
正

に
と
も
な
い
こ
の
額
を

2
万

5
千
円
に

引
き
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V
家
畜
珍
療
手
数
料
条
例
の
設
定

家
畜
の
診
療
は
従
来
農
業
共
済
組
合

で
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
家

畜
の
地
加
に
と
も
な
い
診
療
が
十
分
で

な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
に
お
い
て

家
畜
診
療
を
行
な
う
た
め
手
数
料
条
例

を
き
め
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
任
期
満
了
に
と
も
な
う
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
河
崎
直
義
氏
(
金

山
谷
)
の
推
せ
ん
に
同
蛍
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
東
部
衛
生
処
理
組
合
議
員
と
し

て
加
野
松
雄
氏
ハ
村
木
〉
を
選
び
ま
し

た。

最
近
の
犯
罪
状
勢
、
と
く
に
組
織
暴

力
の
勤
行
と
、
青
少
年
犯
罪
な
ど
の
傾

向
は
憂
慮
に
た
え
な
い
も
の
が
あ
り
、

社
会
、
学
校
、
家
庭
で
も
お
互
い
に
協

力
し
て
犯
罪
の
原
因
と
な
る
障
害
を
ひ

と
つ
ひ
と
つ
取
り
除
き
、

ド

ヘ

犯
罪
予
防
に
つ
と
め
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

月

)

一
万
罪
を
犯
し
た
人
た

7
M
ち
に
つ
い
て
も
更
生
保
護

b
J
を
理
解
し
、
保
護
司
の
諸

;、
語
コ
ノ

活
動
が
円
滑
に
で
き
る
よ

虐匡
-

r

う
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま

=ELF
--
-

・u.ポ
rn

ー

す
J
O

-
〉
、

こ
の
運
動
の
推
進
に
は

4''Lι

、da

，

・4
K
1

」

市
内
で
は
魚
津
保
護
区
保

』

ω

護
司
会
、魚
津
B
B
S
会
、

j

-
F
J
J

魚
津
更
生
保
護
婦
人
会
が

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
こ
と
で
も
ど
相
談

、
ご
協
議
の
う

え
、
よ
り
活
発
な
「
社
明
運
動
」
を
す

す
め
て
、
魚
津
市
か
ら
一
人
の
犯
罪
者

も
出
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
罪
を
犯
し
た

も
の
の
更
生
に
お
力
添
え
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

市

民

体

育

大

会

ひ

ら

く

第
同
回
市
民
体
育
大
会
は
、
7
月
旧

日
か
ら
東
部
中
学
校
な
ど

8
会
場
で
県

体
予
選
を
か
ね
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

な
お
開
会
式
は
同
日
午
前
8
時
叩
分

か
ら
市
営
吉
田
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ

ま
す
。

仲
間
日
魚

津

港

周

辺

「
災
害
は
忘
れ
た
乙
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
洪

水
、
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
た
び
台
風
、
洪
水
な
ど
の
災
害

に
対
す
る
防
災
体
制
を
確
立
す
る
た
め

県
お
よ
び
市
が
共
催
で
、
関
係
機
関
の

協
力
の
も
と
に
総
合
的
な
訓
練
が
魚
津

港
周
辺
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。市

民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
防
災
思
想

の
普
及
を
は
か
る
た
め
の
趣
旨
を
と
理

解
の
う
え
、
訓
練
に
ど
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
台
風
が
本
土
に
駿
近

し
、
県
下
全
般
に
暴
風
雨
と
な
り
、
東

部
の
各
河
川
が
増
水
、

一
部
堤
防
が
欠

壊
、
と
く
に
魚
津
市
一
帯
に
大
災
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
想
定
し
、
魚

津
港
周
辺
に
訓
練
場
所
を
集
約
し
て
、

そ
れ
に
対
処
す
る
消
火
、
水
防
、
救
助

活
動
の
訓
棋
を
行
な
-
フ
も
の
で
す
。

で

か

戸り

I
l
-
-

種
目
と
会
場
は
次
の
と
お
り
o

m
!
日
日
H
野
球
〈
東
中
)

同
日
H
陸
上
競
技

(市
営
吉
田
.グ
ラ
ン

ド
)
ソ
フ
ト
ボ
l
y
(
西
中
)
軟

式
庭
球
(
市
営
コ

l
ト

)

卓

球

(

本
江
小
)
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(
村
木

一

小
)
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(市
営
コ

l
ト

一

)

水

泳

(
西
中
プ
l
U
)

一
却
日
H
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
l
N
(
魚
高
体

一

育
館
)

一
お
日
H
柔
道
(
市
民
道
場
)
剣
道
(

一

市
民
道
場
)
蹴
球
(
束
中
)
相

一

撲

(
西
中
)

住

民

登

録

の

マ
訓
練
の
日
時

H
7
月
日
日
〈
金
)

一

午
前

9
時

t
ロ
時
頃
ま
で

一

マ
訓
練
の
場
所
H
魚
津
港
、
村
木
小
学

一

住
民
登
録
の

一
斉
調
査
を

7
月
下
旬

校
の
周
辺
と
魚
津
駅
か
ら
電
鉄
魚
津

一

4

一
に
行
な
う
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

駅
の
区
間

マ
参
加
機
関
川
県
笹
察
、
自
衛
隊
、
海

一

こ
の
調
査
は
住
民
登
録
法
に
も
と
づ

上
保
安
部
、
日
赤
、
中
央
病
院
、
電

一
い
て
住
民
登
録
が
適
正
に
行
な
わ
れ
て

信
電
話
公
社
、北
電
、
国
鉄
、
地
鉄
二

い
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
も
の
で
毎

消
防
問
、
婦
人
会
、
非
常
無
線
協
議

一

会
な
ど
o

年
実
施
し
て
い
ま
す
o

マ
そ

の

他

一

・
訓
練
の
開
始
時
に
は
サ
イ
一

場

踊

レ
ン
を
吹
鳴
す
る
な
ど
の
」

州
拙

方
法
に
よ
り
み
な
さ
ん
に
~
ぬ
初
日

お

し

ら

せ

し

ま

す

。

ヘ

A

・
交

通

止

め

を

す

る

と

乙

ろ

一

叫

が
あ
り
ま
ず
か
ら
と
協
力

r

同協

く

だ

さ

い

。

可

、

、

担

・
一
般
の
観
覧
は
自
由
で

あ
多
「
場
一

す
が
、
漁
港
の
荷
さ
ば

均

一
川
戸

き
所
附
近
に
観
覧
席
が

須
均-

6

設
け
て
あ
り
ま
す

0

4

園
圃
日
本
脳
炎
予
防
接
種

最
近
の
石
プ
l
ム
に
よ
っ
て
採
石
熱

田
園

が
高
ま
コ
て
き
て
お
り
ま
す
。

.

.

 

近
ご
ろ
路
熊
地
内
の
市
有
林
内
に
珍

聞
凶

し
い
石
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

.

.

 

採
掘
を
目
的
に
入
山
さ
れ
る
万
が
お
ら

圃
掴

れ
る
よ
う
で
す
。

-
E

乙
の
市
有
林
は
、
市
が
多
額
の
経
費

‘
可

で
杉
を
育
成
し
て
い
る
一
造
林
地
で
あ
附

り
、
入
山
や
落
石
に
よ
っ
て
樹
木
に
与

川

え
る
損
傷
が
非
常
に
大
き
く
、
成
育
を
州

阻
害
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
許
可
川

な
く
市
有
林
内
に
入
ら
な
い
よ
う
お
願
川

い

し

ま

す

。

川

暴
力
追
放
の

論
文
、
標
語
を
募
集

ー

暴
力
追
放
委
員
会
で
は
、
暴
力
追
放
川

の
機
運
を
い
っ
そ
う
も
り
あ
げ
る
た
め
酬

に
暴
力
追
放
に
関
す
る
論
文
と
標
語
を
川

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
川

す
コ
多
く
の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
酬

て
い
ま
す
。

川

マ
応
募
裏
領

・
テ
l
マ
は
、
暴
力
追
放
に
関
す
る
も
川

の

一

切

川

.
論
文
は

4
百
字
詰
原
稿
用
紙

4
枚
以
川

内

川

・
締
切
日

U
7月
引
日
(
当
日
消
印
有
川

効
)

・
作
品
に
は
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
川

令
(
児
童
、
生
徒
、
学
生
の
場
合
は
川

学
校
名
と
学
年
〉
を
ご
記
入
の
う
川

ぇ
、
市
役
所
市
民
相
談
室
内
暴
力
追

川

放
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
川

・
応
募
作
品
の
う
ち
優
秀
な
も
の
に
つ

酬

い
て
は
、
論
文
、
標
語
と
も
一
席
1
川

人
、
二
席
1
人、

三
席
1
人
、
佳
作
川

若
干
名
に
薄
謝
を
贈
り
ま
す
。

斉

調

査

門

刊

…

一

兵
年

E

川

調
査
の
方
法
は
、
市
か
ら
任
命
さ
れ

川

た
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
て
世
帯

川

主
ま
た
は
代
理
の
方
に
面
接
し
聞
き
取
川

り
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ー

乙
の
調
査
に
よ
っ
て
、
市
民
の
み
な
川

さ
ん
の
権
利
、
義
務
(
選
挙
権
、
学
令
川

鹿
熊
地
内
の

市
有
林
に
入
ら
な
い
よ
う
に

民健康保国険税 国

となり行の正当 者

5E 協願力を和い すでまの、 基随になる 行使れさ予防接種、

語Iま 資

い市号たる車給主な
7 産

すたまし。 い とZ 税
せと

みつや
日

んなさの なのとも 市政遂 〉がどすで 期1 期2 

日
本
脳
炎
予
防
償
額
は

6
月

か
ら
実
施
し
ま
し
た
が
、

7
月

の
日
程
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

マ
該
当
者
H
生
後
6
か
月
以
上

の
市
民
全
員
を
対
象
と
し
ま

す
が
、
と
く
に
同
才
未
満
の

方
や
老
人
は
ぜ
ひ
受
け
て
く

だ
さ
い
。

マ
料
金
H
1
聞
に
つ
い
て
百
羽
円

マ
健
康
状
態
の
よ
く
な
い
人
は
医
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

校
下

1
回

2
M
場
所

天
神

7
月
5
日

小

学

校

松
倉

5
日

小

学

校

上
中
島

5
日

小

学

校

加
積

6
日

小

学

校

住
吉

6
日

小

学

校

西
布
施

6
日

小

学

校

松
倉

7
日

坪

野

分

校

上
野
万

7
日

小

学

校

大
町

7
日

小

学

校

道
下

7
月
1
日

8
日

小

学

校

経
団

1
日

8
日

小

学

校

村
木

2
日

9
日

小

学

校

本
江

2
日

9
日

小

学

校

時
間
は
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で

説

幼

児

検

診

乳
幼
児
の
健
康
診
断
を
次
の
よ
う

に
行
な
い
ま
す
。
該
当
者
は
昭
和
泊

年

1
月

1
日
か
ら
何
年
3
月
引
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

校

下

検

診

日

場

所

道
下

7
月

ロ

日

小

学

校

本

江

日

日

公

民

館

経

団

同

日

小

学

校

村

木

町

日

保

健

所

大

町

お

日

保

健

所

時
間
は
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で

股
関
節
脱
臼
の
検
診

股
関
節
脱
臼
は
ど
う
し
て
も
発
見

が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
早
期

発
見
を
目
的
に

7
月
か
ら

1
才
未
満

の
乳
児
を
対
象
に
股
関
節
脱
臼
検
診

(
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
)
を
無
料
で
行

な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

検
診
日
は
毎
月
第
1
、
第
4
金
曜
日

で
す
。

マ
検
診
日

H
7月
2
日

幻

自

マ
時
間
H
午
前

9
時

1
午
後
3
時

マ
場
所
H
魚
津
保
健
所

離

乳

食

講

習

会

離
乳
食
の
講
習
会
を
校
下
別
に
行

な
い
ま
す
。
講
師
は
魚
津
保
健
所
栄

養
士
山
崎
利
子
さ
ん
で
す
。

校

下

講

習

日

場

所

天
神

7
月
お
日

小
学
校

西
布
施

幻
日

小
学
校

片

貝

お

日

小
学
校

時
間
は
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

の
再
接
種

28 
1=1 

6
才
未
満
の
お
子
さ
ん
(
昭
和
白

年

4
月

2
日
か
ら
泊
年
ロ
月
引
日
ま

で
の
出
生
者
)
の
結
核
予
防
接
種
は

6
月
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
都
合
で

叩
虫
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
次

の
よ
う
に
再
・
接
種
を
行
な
い
ま
す
。

マ
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射

H
7
月
お
日

マ
B
C
G接
種

H
7
月
初
日

マ
時
間
H
午
後
1
時

i
3時

マ
場
所
H
大
町
小
学
校

ー
国
民
年
金

l

証
書
の
提
出
は
お
早
く

老
令
、
障
害
、
母
子
の
各
福
祉
年

金
を
受
け
て
お
ら
れ
る
万
は
、
毎
年

5
月
の
支
払
い
が
す
ん
で
か
ら
年
金

証
書
を
市
役
所
へ
堤
出
し
、
あ
わ
せ

て
所
得
状
況
屈
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
こ
の
手
続
き
が
終

っ
て
い
な
い
万
が
お
ら
れ
ま
す
。
乙

の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
今
年
の
福

祉
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
か
ら
手
続
き
の
終
っ
て
い
な
い
万

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
証
書
と
印
鑑

を
も
っ
て
市
民
課
ま
た
は
近
く
の
連

絡
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

老

人

の

厚
生
省
で
は
老
人
の

実
態
調
査
を

7
月

1
日

実
態
調
査

現
在
で
実
施
し
ま
す
o

調
査
は
、
満
印
才
以
上
(
明
治
犯

年

7
月
1
日
以
前
に
出
生
)
の
方
を

対
象
に
行
な
う
も
の
で
、
老
人
の
実

数
や
生
活
環
境
を
つ
か
み
、
老
人
福

祉
対
策
を
た
て
る
資
料
と
す
る
も
の

で
す
。調

査
員
に
は
民
生
委
員
が
委
嘱
さ

れ
、
加
日
ご
ろ
ま
で
担
当
地
区
の
ご

家
庭
を
訪
問
し
ま
す
が
、
調
査
の
主

旨
を
ど
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

身
体
障
害
者

県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
明
で
は
、
身

更

生

相

談

体
障
害
者
に
必
要
な

職
業
、
医
療
、
補
装
具
な
ど
に
つ
い

て
、
相
談
を
受
け
た
り
、
ま
た
、
社

会
的
更
生
に
も
っ
と
も
よ
い
方
法
を

き
め
る
た
め
の
助
言
や
指
導
を
す
る

巡
回
相
談
を
次
の
よ
う
に
ひ
ら
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

H
7
月
同
日
(
水
)

午
前

9
時
犯
分

i
午
後
3
時

マ
場
所
H
H
魚
津
保
健
所
講
堂

市
広
報
は

1
日
に
市
役

所
を
発
送
し
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
早
く
皆
さ
ん
の
お
手
も

と
に
届
く
よ
う
配
布
に
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お

願

い



(2) 

「!、
、、i
ti
i
tt
健
全
な
運
営
の
た
め
税
の
完
納
を

7
月
は
昭
和
刊
年
度
国
民
健
康
保
険
税
第
1
期
分
の
納
期
で
す
。

納
税
通
知
書
は
7
月
中
旬
に
み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に
お
届
け
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
次
に
課
税
方
法
や
税
率
な
ど
に
つ
い
て
お
し

ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

(昭和問9月13日)
第 3種郵便物認可

国
民
健
康
保
険
の
し
く
み

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
み
な
さ
ん

の
一
人

一
人
を
・
7
り、

達
者
な
人
が
病

気
や
け
が
で
苦
し
む
人
を
助
け
る

「
相

互
扶
助
」
の
精
神
に
よ
っ
て
し
く
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
病
気
や
け
が
で
医
附
に

か
か
ら
れ
る
と
、
治
療
代
は
世
帯
主
の

場
合
は

3
制
、
家
族
の
場
合
は

5
剖
を

医
師
の
窓
口
で
支
払
い
、
残
り
は
市
の

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
で
支
払
い
を

一す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

幅四市一
.

乙
の
事
業
を
運
営
す
る
た
め
国
民
俗

J

l

-
康
保
険
事
業
会
計
が
独
立
し
て
お
り
ま

一
す
が
、
乙
の
運
営
に
要
す
る
費
用
は
、

一
保
険
税
と
国
庫
負
担
金
に
よ
っ
て
ま
か

-
入
一
・な
う
乙
と
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
o

rμ
一一し
た
が
っ
て
医
療
給
付
の
費
用
な
ど
が

一・ふ
え
れ
ば
保
険
税
も
多
く
な
る
こ
と
に

な
る
わ
け
で
す
。

市

保

険

税

の

税

率

津

こ
こ

2
、
3
年
医
療
費
の
増
加
が
め

-だ
ち
国
民
健
康
保
険
の
台
所
は
苦
し
く

一な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
昭
和
鈎
年
度

一に
お
い
て
大
巾
な
増
税
が
な
さ
れ
ま
し

.た
。
こ
の
た
め
刊
年
度
は
で
き
る
だ
け

.保
険
税
の
増
徴
を
避
け
る
乙
と
に
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
も
昨
年
の
給

付
状
況
や
そ
の
後
の
医
療
給
付
な
ど
か

ら
み
て
、
必
要
限
度
の
増
税
も
や
む
を

得
な
い
こ
と
に
な
り
、

3
月
の
市
議
会

に
お
い
て
税
率
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

魚日発行昭和40年 7月 1

公
圏
内
に
遊
戯
施

ゐ合

設
を
ふ
や
し
て
ほ

し
い

〈第227号〉

港
町
の
公
園
に
も
っ
と
遊
戯
施

設
を
ふ
や
し
て
も
ら
え
な
い
も

の
か
。
ま
た
公
園
の
中
に
あ
る
便
所

の
戸
が
こ
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
水
道
、

栓
が
な
く
な
り
水
が
い
つ
も
出
て
お

り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
腰
か
け
も
3

基
倒
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
子
ど
も

た
ち
が
野
球
な
ど
を
す
る
の
に
花
壊

の
鉄
棒
わ
固
い
が
邪
魔
に
な
る
た
め

か
こ
れ
を
押
し
つ
ぶ
し
て
い
る
が
、

早
く
整
備
し
て
ほ
し
い
。

(
港
町

一
市
民
)

問

し
た
。昭

和
刊
年
度
の
税
率
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
所
得
割
H
H
百
分
の
口
(
昨
年
と
同
じ
)

・
資
産
割
H
百
分
の
日

・
3
(昨
年
と

同
じ
)

・
被
保
険
者
均
等
割
H
被
保
険
者
1
人

に
つ
い
て

8
百
叩
円
(
昨
年
8
百
円
)

.
世
帯
別
平
等
割
H

1
世
帯
に
つ
い
て

1
千
4
百
刊
円
(
昨
年
1
千
3
百
初

円〉
日
万
円
の
所
得
者
の

保

険

税

ω年
中
に
叩
万
円
の
所
得
金
額
(事

業
専
従
者
控
除
前
の
金
額
)
が
あ
り
、

何
年
度
固
定
資
産
税
額
(
土
地
お
よ
び

家
屋
)
が
!
万
2
千
円
で
あ
っ
た
人
で

保険税の計算例

得割
〈所得金額) (基礎鐙除〉

500，000円-90，000円=410.000円
(税率) (所得制額〉

410，000円×合11=9，020円
産 割
(闘定資産税) (税率) (資産量~J~'l)

12，000円x:3o'~ = 1，596円
〈税率) (彼保険者)

880円x5人=4.400円
1.440円

マ所

割

割
一計

等

等
一

拘

平
一合

険

ゆ
一

保
持
一

被

世
一

マ

マ
一

マ資

港
町
公
園
は
、
昭
和
訂
年
度
に

ゃ
く
百
万
円
の
費
用
で
、
公
園

敷
地
の
造
成
と
施
設
の
一
部
を
施
工

し
た
も
の
で
完
成
し
た
公
園
と
な
っ

て
い
な
い
も
の
で
す
。
お
た
す
ね
の

遊
戯
施
設
の
増
設
な
ど
は
国
の
承
認

が
あ
り
次
第
幣
え
る

予
定
で
す
の

で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
D

ま
た
同
公
園
の
施
設
で
、
水
道
栓
、

ベ
ン
チ
、
花
壇
の
柵
な
ど
が
こ
わ
さ

れ
た
り
、
倒
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
単
に
子
供
ら
ば
か
り
の

い
た
ず
ら
と
は
思
え
ま
せ
ん
の
で
、

誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
す
。

公
園
は
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場
で

す
。
い
つ
も
楽
し
く
利
用
で
き
る
よ

う
、
も
っ
と
施
設
を
た
い
せ
つ
に
し

て
い
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

当直E
Zヨ

妻
と
子
ど
も
3
人
の
5
人
家
族
の
国
民

健
康
保
険
税
は
左
表
の
と
お
り
1
万
6

千
4
百
日
円
と
な
り
、
こ
れ
を
7
月
、

9
月
、
け
月
、
2
月
の

4
回
に
わ
け
で

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
所
得
の
低
い
万
に
は
軽
減
措

置
と
し
て
特
別
に
税
額
控
除
が
あ
り
ま

す
。

初
年
度
国
保
事
業

会
計
予
算
の
内
訳

16.450円

吉田d

l-

み

集

私
た
ち
の
生
活
が

向
上
し
、
豊
か
に
な

る
に
つ
れ
て
水
の
需

用
は
ま
す
ま
す
ふ
え

て
き
ま
す
。

昨
年
夏
に
は
全
国

的
に
晴
天
、
酷
暑
が

続
き
、
降
雨
量
が
少

な
く
、
水
道
の
使
用

量
も
増
加
し
た
た

め
、
東
京
都
は
じ
め

全
国
的
に
断
水
騒
ぎ

が
起
こ
り
、
水
道
に

対
す
る
国
民
の
度
心

を
呼
び
ま
し
た
。

本
市
で
も
こ
の
よ

う
な
渇
水
期
に
そ
な

え
、
昨
年
ロ
月
、
約
1
千
万
円
の
費
用

で
、
横
枕
地
内
に
毎
分
3
1
5
立
方
メ

l
ト
戸
の
配
水
能
力
を
も
っ
水
源
地
を

つ
く
り
ま
し
た
。
乙
の
水
源
地
か
ら

は
、
既
設
の
配
水
量
の
半
分
に
あ
た
る

水
が
供
給
で
き
ま
す
の
で
、
年
間
を
通

じ
て
安
定
し
た
水
を
配
水
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

上
水
道
の
普
及
の
実
態
は
、
そ
の
国

そ
の
都
市
の
文
化
水
準
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

魚
津
市
の
上
水
道
は
、
昭
和
お
年
か

ら
給
水
を
始
め
ま
し
た
が
、
引
年
に
は

H 安 心して飲める水 H

一上水道のご利用を一

め

午
前
と
午
後
の
地
区
を
き
め
る

特
別
清
掃
区
域
内
の
ご
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
と
み
の
仕
末
や
管
理
に
つ
い

て
最
近
た
い
へ
ん
よ
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
ご
く
一
部
に
、
ま
だ

川
や
海
岸
、
水
路
な
ど
へ
ご
み
を
捨
て

ら
れ
る
人
も
あ
る
た
め
、
川
下
の
海
岸

沿
い
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
乙
ん
な
乙
と
の
な
い
よ
う

お
互
い
が
協
力
し
あ
っ
て
美
し
い
健
康

な
街
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

乙
れ
か
ら
は
暑
く
な
り
、
物
が
腐
り

や
す
く
、
伝
染
病
の
発
生
す
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
ふ
た
付
容
器
に

入
れ
て
収
集
日
に
は
忘
れ
ず
き
め
ら
れ

た
場
所
へ
お
出
し
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。市

で
は
、
現
在
ご
み
集
め
自
動
車
4

台
に
よ
り
週
2
回
の
定
日
収
集
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
ど
み
収
集
を
強
化

す
る
た
め
、
こ
の
た
び
ロ

l
ド
パ
ッ

カ

1
1
台
を

2
百
川
万
円
で
購
入
し
ま
し

た。
そ
こ
で

7
月
ロ
日
か
ら
次
の
と
お

り
、
午
前
と
午
後
の
地
区
を
き
め
て
ご

み
集
め
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
ご
家
庭
で
は
、
ご
み
容
器
を
午
前

集
め
る
地
区
は
午
前
8
時
初
分
頃
ま
で

に
、
午
後
集
め
る
地
区
は
午
後
旬
時
叩

九万
頃
ま
で
に
持
ち
出
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

写
真
下
日
簡
易
保
険
還
元
融
資
資
金
に

よ
り
購
入
さ
れ
た
ロ

l
ド
パ
ッ
カ
1

ご
み
収
集
日
程

月
・
木
曜
日

(午
前
)
の
地
区

鴨
川
、
真
成
寺
、
川
原
、
餌
指
、
下

新
1
1
3
、
元
町
、
金
屋
1
1
3
、

神
明
1
i
2
、
文
化
町
1
1
2
、
友

道
4
i
6
、
大
先
寺
2
1
3
、
駅
前

新
町
一
部
、
日
カ
記
念
社
宅

月
・
木
曜
日

(午
後
)
の
地
区

新
金
屋
1
区

一
部
、
新
金
屋
2
i
3

寺
町
、
荒
町
、

馬
出
、
田
方
1
、
八

幡
区

一
部
、
金
浦
、
諏
訪
町
1
i
5

港
区

一
部
、
釈
迦
堂
、
駅
前
新
町
一

部
、
村
木
川
区
一
部
、
村
木
行
、
友

道
1
i
3、
友
栄
町
、
友
道
本
町
、

本
江
2
医
一
部

火
・
金
曜
日

(午
前
)
の
地
区

母
子
寮
、
東
栄
町
、
明
理
、
大
町
、

新
道
、
臼
屋
、
田
方
2
、
火
の
宮
、

東
小
路
、
港
区
一
部
、
本
新
一
部
、

村
木
同
区
一
部
、
村
木
目
、
村
木
目

区
一
部
、
宮
の
下
、
古
島
社
宅
、
上

村
木
印
、
製
作
所
社
宅
、
経
団
の
一

刻
同

火
・
金
曜
日

(午
後
)
の
地
区

岡
町
、
新
町
1
i
2
、
橋
場
、
角
川

紺
屋
、
新
金
屋
1
区

一
部
、
村
木
9

給
水
戸
数
2
千
4
百
、
普
及
率
的
%
と

な
り
ま
し
た
。
位
年
以
降
は
毎
年
約
2

百
加
戸
の
給
水
家
庭
が
ふ
え
、
犯
年
度

末
に
は
4
千
5
百
印
一戸
と
な
り
、
普
及

率
は
印
%
と
な
り
ま
し
た
。
乙
れ
は
全

国
都
市
の
平
均
水
準
に
達
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

上
水
道
の
水
は
消
毒
、
滅
菌
し
て
あ

り
ま
ず
か
ら
安
心
し
て
使
う
こ
と
が
で

き
、
防
火
の
上
か
ら
も
大
切
な
役
目
を

果
し
て
い
ま
す
。

水
道
課
で
は
、
低
・
阪
で
し
か
も
豊
富

な
水
を
供
給
す
る
た
め
に
努
力
し
て
お

り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
方
で
水
道
の
給

水
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
水
道
諜
へ
お

い
で
に
な
る
か
お
電
話
い
た
だ
け
ば
、

く
わ
し
く
説
明
い
た
し
ま
す
。

(
電
話
①
1
0
4
4
0
・0
8
9
8
)

〈
水
・道
J
R

モ
〉

水
道
の
蛇
口
か
ら

5
セ
ン
チ
メ
l
ト

戸
下
の
と
こ
ろ
で
日
円
硯
貨
ほ
ど
の

大
き
さ
の
水
を
出
し
放
し
に
し
て
お

き
ま
す
と
、

一
か
月
で
や
く
百
却
立

方
メ
1
ト
戸
の
水
量
と
な
り
ま
す
。

こ
の
水
道
料
金
は
や
く
2
千
4
百
円

と
な
り
ま
す
の
で
、
水
道
ど
使
用
後

は
、
忘
れ
ず
蛇
口
を
し
め
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

水

族

館

の

夜

間

開

館

暑
い
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
水
族
館
で

く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
こ
う
と
8
月
1
日

か
ら
8
月
お
日
ま
で
夜
間
開
館
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
は
午
後
9
時

ま
で
で
す
。

早
く
み
つ
け
て
正
し
い
治
療
を

住

民

検

診

は

じ

ま

る

こ
と
し
も
7
月
日
日
か
ら
結
桜
健
康

診
断
を
全
市
民

(
園
児
、
小
中
高
生
、勤

め
人
除
く
〉
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
の

で
近
く
の
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
検
診
結
果
を
み
ま
す
と
、
受

診
者
は
1
万
4
千
6
百
引
人
で
受
診
率

は
糾
%
で
し
た
。
こ
の
う
ち
治
療
を
し

、t
ロ
、
村
木
日

i
H区
一
部
、
村
木

川
区
一
部
、
上
村
木
日

i
目、

吉
島

分
譲
住
宅
、
経
団
の
一
部

水
曜
日

(午
前
)
の
地
区

八
幡
区

一
部
、
八
代
、
南
町

1
1
3

沖
田
、
本
新

一
部
、
北
中

・
下
道

・

小
川
田

・
青
島
各
市
首
住
宅
、
日
カ

青
島
社
宅
、
本
江
1
、
本
江
2.区
一

部
、
本
江
3
、
本
江
会
館
通
り
、
本

江
新
町
、
上
野
方
市
営
住
宅

水
曜
日

(午
後
)
の
地
区

上
町
1
1
2
、
三
ケ
、
住
吉
、
鹿
野

・
三
ケ
各
市
蛍
住
宅
、
労
災
病
院

土
曜
日

(午
前
)
の
地
区

八
幡
区
一
部
、
八
代
、
南
町
l
t
3

上
町
1
1
2
、
三
ケ
、
住
吉
、仰
回
、

本
新
一
部
、
北
中

・
小
川
田

・
下
道

・
青
島
各
市
営
住
宅
、
日
カ
青
島
社

宅
、
鹿
野

・
三
ケ
各
市
営
住
宅
、
本

江
1
、
本
江
2
区
一
部
、
本
江
3
、

本
江
会
館
通
り
、
本
江
新
町
、
労
災

病
院
、
上
野
方
市
首
住
宅

列

車 川
左白 川沼丈

二 路
雇ι
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
お
人
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
や
く
4
百
人
に
1
人

の
割
合
で
知
ら
な
い
聞
に
病
気
に
な
っ

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

結
核
は
自
覚
症
状
が
少
な
い
だ
け
に

1
年
に

1
回
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
な
ど

に
よ
る
健
康
診
断
を
受
け
、
健
康
で
明

る
い
生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

〈
加
積
〉

7
月
同
日
H
横
枕
ク
ラ
プ

(
午
前
川
時

i
ロ
時
)

袋
荒
地
宅

ハ後
1
1
2
時
)

加
積
公
民
館
(

後
?
時
初
分
i
3時
叩
分
)

A

道

F
〉

7
月
初
日
H
岡
仏
谷
龍
一

宅
(
前
川

i
ロ
時
)
小
川
田
住
宅

(後
l
i
2時
)

青
島
保
育
園
(

後
2
時
加
分
i
3時
叩
分
)

〈
住
吉
〉

7
月
引
日
H
宮
律
神
社

(前

m
i
ロ

時

)

住
吉
保
育
園
(

後
1
1
3
時
)

〈
上
野
方
〉

7
月
辺
日
H
大
海
寺
新

倉
庫
(
前

m
i
ロ
時
)
石
垣
ク
ラ

ブ
(
後
1
i
3
時
〉

〈
上
中
島
〉

8
月
2
日
H
有
山
ク
ラ

ブ
〈
前

m
i
ロ
時
)
上
中
島
小
学

校
(
後
1
1
2
時
加

分

)

川
原
福

島
哲
夫
宅
(
後
3
1
4
時
)

〈
経
団
〉

8
月
3
日
日
立
石
西
尾
磯

宅
(
前
川
J
H
時
初
分
)

江

口

倉

庫
前
(
後
1
J
2時
)
持
光
寺
前

(後
2
時
叩
分
1
3時
叩
分
)

危
い
ノ

最
近
、
戸
外
で
の
活
動
が
多
く
な
る

た
め
、
子
ど
も
の
い
た
ず
ら
に
よ
る
線

路
上
の
置
石
や
列
車
へ
の
投
石
な
ど
の

妨
害
事
故
や
自
動
車
停
止
不
励
行
に
よ

る
踏
切

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。昭

和
犯
年
度
中
に
金
沢
鉄
道
管
理
局

内
で
起
き
た
鉄
道
妨
害
事
故
は
7
百
引

件
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
ら
の
事
故
に
よ
り

印
名
も
の
死
傷
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
職
員
採
用
試
験
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
受
験
希
望
者
は

富
山
県
人
事
委
員
会

(
県
庁
内

)
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

H
6
月
旧
日
i
7

月
日
日

マ
試
験
区
分
H
行
政
、
土
木
、

建
築
、
電
気
、
機
械
、
農
業

土
木

マ
受
験
資
格

.
行
政
H
昭
和
訂
年
3
月
以
降

の
大
学
卒
業
者
(
昭
和
引
年

3
月
卒
業
見
込
み
も
含
む
〉
ま
た
は

昭
和
け
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
行
年

4
月
1
H
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
(
学

歴
不
問
)

・
そ
の
他
H
昭
和

M
年
3
月
以
降
の
大

学
の
各
専
門
課
程
卒
業
者
(
悶
和
引

年
3
月
卒
業
見
込
み
合
む
)

マ
第
1
次
試
験
日
H
昭
和
刊
年
7
月
お

日
(
日
)
富
山
中
部
高
校
で
。

富山県職員採用上級試験

寄

付

!
万
円
上
村
木
中
村
繁
徳

(
亡
ほ
と
き
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

1
万

円

餌

指

町

関

口
啓
司

(亡
母
た
ま
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

5
千
円
金
屋
町

三
崎

巌

(
亡
父
長
次
郎
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

5
千

円

荒

町

塚

本

栄

治

(
亡
父
栄
春
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

3
千

円

上

村

木

山

田

忍

(
亡
長
男
て
信
殿
の
供
養
に
よ
る
)

l
千
円
浜
経
団

清
水
忠
雄

(亡
妻
文
子
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

5
千
円
新
西
国
お
か
所
観
世
音
霊
場

弘
醤
会

(
托
鉢
に
よ
る
)

1
千
百
お

円

村

木

盛
本
元
吉

2
百
叩
円
中
新
川
郡
立
山
町

河

本

弘

五
島
正
治

2
百
円

大
町

自

衛

官

募

集

の
ど
自
慢
素
人
演
芸
会

N
H
K
富
山
放
送
局
で
は
、
の
ど
自

慢
素
人
演
芸
会
を
7
月
日
日
(
日
)
正

午
か
ら
市
民
会
館
で
ひ
ら
き
ま
す
。

当
日
は
午
前
日
時
か
品
開
場
す
る
乙

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
出
場
ご
希
望
の
方
は
、
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
、
曲
目

を
書
い
て

N
H
K
富
山
放
送
局
へ

7
月

5
日
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
陸
電
力
の

サ
ー
ビ
ス
旬
間
旬
日
か
ら

北
陸
電
力
で
は
、
こ
と
し
も
7
月
ロ

-一

日
か
ら
却
日
ま
で
サ
ー
ビ
ス
旬
聞
を
設

一

け
て
次
の
よ
う
な
行
事
を
行
な
い
ま
す

一

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

・
点
灯
し
な
い
外
灯
の
白
熱
電
球
の
無

一一

料
取
り
替
え

一

.
電
他
普
及
連
盟
庖
と
協
刈
し
亡
鹿
山

一

漁
村
を
巡
回
し
、
故
障
電
気
器
具
の

一一

点
検
、
修
理
ザ
l
ピ
ス

デ

・
需
用
家
を
巡
回
訪
問
し
、
屋
内
配
線

一一

の
安
全
点
検
、
電
気
器
具
な
ど
に
つ
宇

い
て
の
ご
相
談

一一

・
そ
の
ほ
か
、
交
通
安
全
灯
や
水
銀
灯

一一

を
市
町
村
へ
寄
贈
し
た
り
、
交
通
信

一

号
灯
の
清
掃
、
各
層
需
用
家
代
表
と

一

の
懇
談
会
な
ど
実
施
す
る
こ
と
に
し

圃-

て
い
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

参

加

し

よ

う

10日は交通事故を

なくす日です

交通事故をなくしましよう

せめてこの日だけでも


